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『ネットワーク化で
最適診療を目指す鶴岡“Net4U”』

鶴岡地区医師会の医療連携システム「Net4U」は、ITの活用による、より質の高い地域医療を目指している。

医療IT化の現状と課題

地
域
の
医
療
、
保
健
分
野
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
持
つ
機

能
に
よ
っ
て
役
割
を
分
担
し
、
効
率
的
、
か
つ
包
括
的
に
医
療
を

提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
目
指
す
べ
き
は
、
医
療
機

関
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
施
設
、
薬
局
な
ど
が
、
施

設
・
職
種
の
垣
根
を
越
え
て
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
、
住
民
に
安

全
で
効
率
的
な
医
療
を
提
供
す
る
仕
組
み
の
構
築
で
あ
る
。

２
０
０
１
年
度
の
経
済
産
業
省
に
よ
る
「
先
進
的
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ

る
医
療
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
推
進
事
業
―
電
子
カ
ル

テ
を
中
心
と
し
た
地
域
医
療
情
報
化
―
」
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域

の
医
療
連
携
推
進
へ
の
期
待
を
込
め
て
企
画
さ
れ
た
医
療
分
野
に

お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
多
く
の
シ

ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
頓
挫
し
、
実
運

用
例
は
極
め
て
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

山
形
県
鶴
岡
地
区
医
師
会
が
運
用
す
る
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク「N
et4U

」は
３
年
以
上
に
わ
た
り
実
際
の
医
療
現
場
で
活
用
さ

れ
て
い
る
、
全
国
で
も
稀（
ま
れ
）な
事
例
と
い
え
る
。

N
e
t4
U

構
築
へ
、

鶴
岡
地
区
医
師
会
情
報
化
の
歩
み

●
医
療
Ｉ
Ｔ
化
の
現
状

医
療
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
化
は
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る

電
子
カ
ル
テ
が
病
院
、
診
療
所
に
お
い
て
着
実
に
普
及
し
て
お
り
、

表
面
上
、
順
調
に
推
移
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
昨

年
度
行
わ
れ
た
全
日
本
病
院
協
会
の
２
０
８
２
施
設
を
対
象
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
た
病
院

の
25
％
は
「
使
え
な
い
」
と
し
て
不
満
を
示
し
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
の
導
入
が
、
必
ず
し
も
医
療
の
効
率
化
や
質
的
向
上
に
資
し

て
い
な
い
と
い
う
現
状
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

電
子
カ
ル
テ
の
有
用
性
が
見
え
て
こ
な
い
背
景
と
し
て
、
現
在
の

シ
ス
テ
ム
の
多
く
が
閉
ざ
さ
れ
た
環
境
で
稼
働
し
て
お
り
、
複
数

の
施
設
で
診
療
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
医

療
提
供
の
効
率
化
、
安
全
性
の
確
保
、
チ
ー
ム
医
療
や
医
療
連
携

の
推
進
な
ど
に
寄
与
で
き
て
い
な
い
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
述
の
２
０
０
１
年
度
の
経
済
産
業
省
に
よ
る
「
先
進
的
Ｉ
Ｔ
活

用
に
よ
る
医
療
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
推
進
事
業
―
電

子
カ
ル
テ
を
中
心
と
し
た
地
域
医
療
情
報
化
―
」
は
、
地
域
の
中

で
診
療
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
医
療
連
携
を
推
進
し
、
よ
り

質
の
高
い
地
域
医
療
を
目
指
す
と
し
て
企
画
さ
れ
た
医
療
分
野
に

お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
で
あ
る
。
全
国
か
ら
26
フ
ィ
ー
ル

ド
が
参
画
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
実
証
実
験
が

行
わ
れ
た
。
し
か
し
事
業
終
了
後
、
そ
の
多
く
は
実
運
用
に
は

至
っ
て
お
ら
ず
、
一
部
の
先
駆
的
な
地
域
で
稼
動
し
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
の
が
現
状
と
い
え
る
。

当
地
区
医
師
会
で
稼
働
し
て
い
るN

et4U

も
、
こ
の
事
業
に
参

画
し
て
開
発
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

●
鶴
岡
地
区
医
師
会
の
概
要
と
情
報
化
の
歩
み

鶴
岡
地
区
医
師
会
が
カ
バ
ー
す
る
二
次
医
療
圏（
注
１
）
は
、
鶴
岡

市
と
周
辺
の
６
町
村
か
ら
構
成
さ
れ
、
市
立
荘
内
病
院
を
中
核

病
院
と
し
て
約
１
０
０
の
医
療
機
関
が
分
布
し
て
い
る
。

当
医
師
会
で
は
１
９
９
７
年
を
情
報
化
元
年
と
位
置
付
け
、
積

極
的
に
医
師
会
を
中
心
と
し
た
情
報
化
を
推
進
し
て
き
た
。
１
９

９
７
年
４
月
に
は
、
東
北
地
方
の
医
師
会
と
し
て
は
ト
ッ
プ
を
切
っ

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
同
年
５
月
に
は
医
師
会
館
内
に
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
サ
ー
バ
ー
を
設
置
し
、
医
師
会
、
各
医
療
機
関
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
相
互
に
結
ぶ
パ
ソ
コ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
た
。
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こ
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
子
メ
ー

ル
に
よ
り
、
情
報
の
流
通
を
促
す
と
共
に
、
在
宅
患
者
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
在
宅
医
療
の
24
時
間
連
携
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
医
療
相
談
、
更
に
は
臨
床
検
査
オ
ン
ラ
イ
ン
参
照
シ

ス
テ
ム
、
医
療
機
関
機
能
開
示
、
会
報
や
理
事
会
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
化
な
ど
を
手
掛
け
て
き
た
。

そ
し
て
２
０
０
１
年
、
経
済
産
業
省
の
「
先
進
的
Ｉ
Ｔ
活
用
に

よ
る
医
療
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
推
進
事
業
」
に
参
画

し
、
構
築
し
た
の
が
以
下
に
述
べ
る
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「N
et4U

」で
あ
る
。
な
お
、
当
医
師
会
の
ネ
ッ
ト
加
入
率
は
現
在
、

約
70
％（
医
療
機
関
ベ
ー
ス
）と
な
っ
て
い
る
。

N
e
t4
U

の
仕
組
み
か
ら
実
際
の
連
携
例
ま
で

●
仕
組
み
と
機
能

当
地
区
の
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
「N

et4U

」
と
名
付

け
ら
れ
て
い
る
。N

et4U

は
、th

e
N
ew
e-team

w
ork

b
y
4

U
nits

の
略
称
で
あ
る
。4

U
nits

は
、
病
院
、
診
療
所
、
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
検
査
セ
ン
タ
ー
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、「
ネ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ユ
ー
」の
読
み
か
ら
、「
患
者（
あ
な
た
）の
健
康
の
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
（
注
２
）
。

本
シ
ス
テ
ム
は
、
Ａ
Ｓ
Ｐ（A

pplication
Service

P
rovider

）方

式
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
患
者
情
報
な
ど
の
デ
ー
タ
は
医
師
会
館
内
の
サ
ー
バ
ー
で
一
括

管
理
さ
れ
、
各
医
療
機
関
は
、
そ
れ
ら
を
逐
次
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
利
用
す
る
。

登
録
の
際
に
は
、
複
数
の
医
療
機
関
で
診
療
情
報
が
共
有
さ
れ

る
こ
と
に
対
す
る
同
意
書
を
患
者
か
ら
頂
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

診
療
情
報
の
共
有
は
、
患
者
の
同
意
の
下
、
患
者
が
通
院
し

た
医
療
機
関
同
士
で
の
み
可
能
な
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
医
療
機

関
で
は
、
共
有
・
閲
覧
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（
図
１
）。

通
信
イ
ン
フ
ラ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｖ
Ｐ
Ｎ（V

irtu
al
P
riv
ate
N
etw
ork

）を

利
用
し
、
定
期
的
に
パ
ス
ワ
ー
ド
を
変
更
す
る
こ
と
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
て

い
る
。
こ
の
他
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
災
害
に
対
し
て
は
、
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ（
デ
ィ
ス
ク
ア
レ
イ
）

に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
、
無
停
電
電
源
で
対
応
し
て
い
る
。

現
在
、
サ
ー
バ
ー
は
光
回
線
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
、
各
医
療
機

関
は
主
に
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
な
ど
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
利
用
し
て
サ
ー
バ
ー
に
ア
ク
セ
ス
し

て
お
り
、
Ａ
Ｓ
Ｐ
に
お
い
て
も
実
用
的
な
速
度
で
の
運
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

N
et4U

の
特
徴
は
、
紙
カ
ル
テ
を
模
し
た
画
面
に
、
複
数
の
医
療
機
関
の
診
療
情

報
が
同
時
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る（
図
２
）。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
診
療
に
当
た
る
医
師
は
、
特
殊
な
操
作
を
覚
え
る
こ
と

な
く
、
従
来
の
紙
カ

ル
テ
の
感
覚
で
診
療

情
報
を
共
有
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。

各
種
画
像
デ
ー
タ

も
、
簡
単
な
操
作
で

カ
ル
テ
に
貼
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
医
師
会
直
営
の

検
査
セ
ン
タ
ー
や
民

間
の
臨
床
検
査
会
社

へ
発
注
し
た
検
体
検

査
デ
ー
タ
も
、
自
動

的
に
電
子
カ
ル
テ
に

貼
付
さ
れ
る
。
検
査

値
は
時
系
列
で
表
示

さ
れ
、
任
意
に
選
択
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医療IT化の現状と課題

さ
れ
た
項
目
の
グ
ラ
フ
化
も
可
能
で
あ
る（
図
３
）。

更
に
、
投
与
薬
剤
と
検
査
値
の
相
関
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
、
そ

れ
ら
を
対
比
し
な
が
ら
閲
覧
す
る
機
能
も
併
せ
持
つ
。

在
宅
医
療
に
お
い
て
は
、
掛
か
り
付
け
医
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
間
の
指
示
書
や
報
告
書
、
計
画
書
の
交
換
な
ど
、
面
倒
な

事
務
作
業
が
必
要
で
あ
る
。N

et4U

で
は
、
そ
れ
ら
の
書
類
も
簡

単
な
操
作
で
作
成
・
送
付
で
き
、
記
録
と
し
て
カ
ル
テ
に
貼
り
付

け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た（
図
４
）。

診
療
情
報
提
供
書
、
訪
問
看
護
報
告
書
、
検
査
結
果
な
ど
の

着
信
は
新
着
情
報
ア
ラ
ー
ト
機
能
が
知
ら
せ
て
く
れ
る
。
ま
た
、

「
患
者
サ
マ
リ
」
は
、
既
往
歴
、
ア
レ
ル
ギ
ー
歴
な
ど
を
含
め
た
患

者
の
概
要
を
記
載
で
き
る
特
殊
な
画
面
で
、
こ
こ
を
閲
覧
す
る
こ

と
で
、
患
者
が
急
に
搬
送
さ
れ
て
も
、
容
易
に
必
要
な
情
報
を

把
握
で
き
る
。

な
お
、N

et4U

は
、
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
の
秋
山
昌
範
氏

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
新
宿
地
区
医
師
会
の
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム「
ゆ
ー

ね
っ
と
」
を
ベ
ー
ス
と
し
、
こ
れ
に
い
く
つ
か
の
機
能
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。

●
構
成
メ
ン
バ
ー
と
登
録
患
者
数

２
０
０
５
年
２
月
１
日
現
在
、N

et4U

に
は
中
核
病
院
の
市
立

荘
内
病
院
を
含
む
４
病
院（
こ
れ
は
、
精
神
病
院
を
除
く
地
域
内

の
全
病
院
で
あ
る
）、
25
診
療
所（
全
診
療
所
の
約
30
％
）、
一
つ

の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
荘
内
地
区
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
及
び

三
つ
の
民
間
検
査
会
社
が
参
加
し
て
い
る
。

２
０
０
２
年
１
月
の
運
用
開
始
以
来
、
登
録
患
者
数
は
６
７
２

４
名
に
達
し
、
そ
の
う
ち
１
３
８
８
名（
約
20
％
）の
患
者
情
報
が

複
数
の
医
療
機
関
で
共
有
さ
れ
て
い
る（
注
３
）
。

●
運
用
の
実
際

・
病
診
、
診
診
連
携
例（
図
５
）

一
人
の
患
者
が
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
機
会
は
極
め
て

多
い
。
そ
の
際
、
病
名
、
投
薬
内
容
な
ど
の
診
療
情
報
が
相
互
に

参
照
で
き
れ
ば
、
よ
り
安
全
で
質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
。

図
５
は
、
内
科
と
眼
科
と
の
連
携
例
で
あ
る
。
糖
尿
病
歴
17
年

の
患
者
で
視
力
低
下
を
自
覚
し
た
た
め
、N

et4U

を
介
し
て
、
眼

科
へ
紹
介
さ
れ
た
。
眼
科
で
は
、
直
ち
に
螢
光
眼
底
造
影
検
査
を

行
い
レ
ー
ザ
ー
凝
固
治
療
が
開
始
さ
れ
た
。
図
５
の
カ
ル
テ
画
面
で

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
紹
介
状
作
成→

受
診→

結
果
報
告
と
い
う

流
れ
が
、
共
有
カ
ル
テ
を
利
用
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ス
に
行
わ
れ
て

い
る
。
更
に
、
螢
光
眼
底
造
影
検
査
の
画
像
な
ど
も
貼
付
す
る

こ
と
で
、
よ
り
正
確
な
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
共
有
で
き
る
。

・
在
宅
医
療
に
お
け
る
連
携
例（
図
６
）

在
宅
医
療
に
お
い
て
は
、
主
治
医
、
連
携
医
、
訪
問
看
護
師

な
ど
、
施
設
や
職
種
を
超
え
た
チ
ー
ム
医
療
が
必
要
で
、
施
設
間

で
の
診
療
情
報
の
共
有
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
実
際
、
当
地
区

医
師
会
が
運
営
す
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
扱
っ
て
い
る
在

宅
患
者
１
５
０
名
中
、
約
50
％
に
当
た
る
70
名
がN

et4U

に
登
録

図2 Net4U主画面。紙のカルテと同じようなレイアウトで
表示されるので、分かりやすい。複数の医療機関の情報が同
一画面上に表示されていることに注目

図3 検査結果の表示画面。カルテの検査結果アイコンをクリックすることで表
示される。他院での検査結果も同じ時系列の中で閲覧可能である

図4 訪問看護指示書作成画面。簡単な操作で、訪問看護指示書を作成、送信
できるので、事務作業の効率化に役立っている
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さ
れ
、
11
の
医
療
機
関
と
連
携
し
て
い
る
。

在
宅
患
者
の
掛
か
り
付
け
医
と
訪
問
看
護
師
と
の
連
携
は
、

掛
か
り
付
け
医
か
ら
の
訪
問
看
護
指
示
書
、
訪
問
看
護
師
か
ら

の
看
護
計
画
書
・
報
告
書
が
基
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
簡
単
な

操
作
で
カ
ル
テ
に
貼
付
さ
れ
、
関
連
す
る
施
設
間
で
共
有
で
き
る

（
図
４
）。

図
６
は
、
訪
問
看
護
師
が
、
在
宅
患
者
の
皮
膚
症
状
を
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、N

et4U

へ
写
真
を
貼
付
す
る
こ
と
で
、
皮

膚
科
医
へ
病
状
を
報
告
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
や
り

取
り
は
、
主
治
医
も
参
照
で
き
る
の
で
、
三
者
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
緊
密
な
連
携
の
下
、
患
者
の
治
療

に
当
た
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
中
核
病
院
へ
の
Ｃ
Ｔ
依
頼
例（
図
７
）

図
７
は
、N

et4U

の
紹
介
状
機
能
を
利
用
し
て
、
中
核
病
院
へ

Ｃ
Ｔ
撮
影
を
依
頼
し
、
そ
の
結
果
を
受
信
し
て
い
る
画
面
で
あ
る
。

以
前
は
、
Ｃ
Ｔ
を
依
頼
す
る
際
に
は
、
紙
の
紹
介
状
を
持
た
せ
た

上
で
、
患
者
は
予
約
、
検
査
、
結
果
説
明
と
、
３
回
の
受
診
が

必
要
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、N

et4U

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

患
者
は
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
日
時
に
病
院
で
検
査
を
受
け
る

だ
け
で
、
結
果
の
説
明
は
掛
か
り
付
け
医
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
、
付
随
効
果
と
し
て
病
院
側
で
は
、

事
前
に
提
供
さ
れ
た
保
険
情
報
を
基
に
カ
ル
テ
な
ど
を
準
備
し
て

お
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
検
査
日
の
待
ち
時
間
も
大
幅
に
短
縮

さ
れ
た
。
ま
た
、
放
射
線
科
医
は
、
従
来
の
紹
介
状
の
記
載
だ

け
で
な
く
、
直
接
カ
ル
テ
を
閲
覧
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
病
名
や

所
見
、
投
薬
内
容
を
把
握
し
た
上
で
の
画
像
診
断
が
で
き
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
も
得
ら
れ
た
。

N
e
t4
U

運
用
の
効
果
と
継
続
実
績
の
分
析

３
年
間
の
運
用
を
踏
ま
え
、
次
の
点
で
地
域
医
療
の
質
的
向
上

に
寄
与
で
き
た
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

①
医
療
連
携
の
推
進

②
医
療
の
透
明
性
の
向
上

③
チ
ー
ム
医
療
を
行
う
者
同
士
の
連
帯
感
の
向
上

④
紹
介
状
や
訪
問
看
護
指
示
書
作
成
の
簡
便
化

⑤
検
査
デ
ー
タ
の
時
系
列
表
示
・
グ
ラ
フ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

循環器内科医と眼科医の�
意見交換と協働治療�

図5 内科医と眼科医との連携例。眼底写真などを共有しながら共同し治療に当たっている

報告を受けた�
皮膚科医は�
写真をみて処方、�
処置などを指示�

訪問先の在宅患者の�
皮膚病変をデジカメで�
撮ってステーションから�
皮膚科医師に報告�

図6 皮膚科医と訪問看護師の連携。訪問看護師はデジカメで撮影した皮膚所見を紹介状
へ貼付して、Net4U経由で皮膚科医へ経過報告している。一方、皮膚科医は、写真や所
見をみて処方や処置などを指示している

内科開業医から中核病院へ紹介�

図7 内科医から中核病院へのCT依頼。患者は中核病院で検査を受けるだけ。結果は、
慣れ親しんだ掛かり付け医から説明を受けることができる
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る
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

⑥
重
複
投
薬
、
併
用
禁
忌
薬
投
与
の
回
避
な
ど
、
医
療
の
安

全
面
で
の
向
上

⑦
カ
ル
テ
記
載
内
容
の
質
的
向
上

●
な
ぜ
運
用
の
継
続
が
可
能
な
の
か

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、N

et4U
の
よ
う
な
患
者
の
診
療
情
報
を

複
数
の
施
設
で
共
有
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
医
療
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
医
療
連
携
を
推
進
し
、
よ
り
緊
密
な
チ
ー
ム
医
療
を

実
践
す
る
上
で
極
め
て
有
用
で
あ
る
。
し
か
し
、
冒
頭
で
述
べ
た

よ
う
に
、
経
済
産
業
省
の「
先
進
的
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
医
療
を
中

心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
推
進
事
業
」
に
参
画
し
た
シ
ス
テ
ム
の

多
く
は
頓
挫
し
た
。

な
ぜ
、N

et4U

が
運
用
を
継
続
で
き
て
い
る
の
か
。
そ
の
理
由

と
し
て
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

①
当
医
師
会
が
早
期
か
ら
の
情
報
化
を
推
進
し
、
会
員
の
中

で
Ｉ
Ｔ
が
日
常
化
し
て
い
た
。

②
比
較
的
強
固
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
確
立
し
て
い
た
。

③
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
と
会
長
を
含
め
た
医
師
会
の
ト
ッ
プ
に
先

進
性
が
あ
っ
た
。

④
Ｉ
Ｔ
に
秀
で
た
人
材
が
会
員
及
び
職
員
に
多
か
っ
た
。

⑤
シ
ス
テ
ム
の
完
成
度
が
高
く
、
使
い
や
す
か
っ
た
。

⑥
中
核
病
院
が
一
つ
と
い
う
比
較
的
小
さ
な
医
療
圏
で
あ
っ
た
。

⑦
当
地
区
医
師
会
は
検
診
施
設
、
検
査
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
リ
ハ
ビ
リ
病
院
な
ど
を
運
営
し
て
お
り
、
運

用
費
を
賄
え
る
経
済
的
基
盤
が
あ
っ
た
。

特
に
、
医
師
会
と
い
う
、
開
業
医
や
病
院
勤
務
医
な
ど
か
ら

構
成
さ
れ
る
、
強
制
力
に
乏
し
い
任
意
加
入
団
体
に
お
い
て
、N

et

4U

の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
動
か
す
に
は
、
地
域
の
中
で
よ
り
良
い

医
療
を
目
指
そ
う
と
い
う
意
識
の
共
有
と
、
更
に
は
お
互
い
の
顔

が
見
え
る〝
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〞の
有
無
は
、
シ
ス
テ
ム
を
運

用
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
因
子
で
あ
ろ
う
。

多
く
の
課
題
と
大
き
な
期
待

N
et4U

の
よ
う
な
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
普
及
す
る

に
は
、
課
題
が
多
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

普
及
に
弾
み
が
付
か
な
い
最
大
の
理
由
は
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
ハ
ー

ド
ウ
エ
ア
へ
の
投
資
や
入
力
の
手
間
、
更
に
は
運
用
費
な
ど
の
負
担

に
対
し
て
、
医
療
機
関
側
に
は
経
済
的
な
見
返
り
が
全
く
担
保

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
全
国
的
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
域
医
療
Ｉ
Ｔ
加
算
や
電

子
的
な
情
報
交
換
に
対
す
る
規
制
緩
和
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す

る
こ
と
が
診
療
報
酬
上
の
利
点
に
な
る
よ
う
な
施
策
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
十
分
と
考
え
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
い
ず
れ
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や
認
証
局
を
利
用
し
た
、
よ
り

高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

一
方
で
、
患
者
の
安
全
や
利
便
性
を
高
め
る
た
め
の
仕
組
み
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
対
す
る
費
用
を
医
療
機
関
側
が
負
担
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
現
状
で
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
へ
の
投
資
に
ま

で
手
が
回
ら
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
も
あ
る
。

本
来
、
医
療
は
国
が
責
任
を
持
つ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
や
そ
の
運
用
コ
ス
ト
な
ど
に
対
す
る
行
政

的
支
援
は
今
後
の
全
国
的
な
普
及
の
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
以
前
の
問
題
と
し
て
、
そ
も
そ
も
医
療
連
携

に
消
極
的
な
医
療
機
関
が
少
な
く
な
い
こ
と
や
、
医
師
の
Ｉ
Ｔ
に

対
す
る
無
理
解
も
普
及
へ
の
壁
と
な
っ
て
い
る
。
医
師
会
あ
る
い
は

中
核
病
院
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
中
に
医
療
連
携
を
推
進
す

る
気
運
を
高
め
て
い
く
努
力
も
欠
か
せ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
課
題
も
ま
だ
ま
だ
多
い
が
、
診
療
情
報
の
共
有

を
可
能
と
し
た
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
従
来
の
紙
カ

ル
テ
で
は
成
し
得
な
か
っ
た
、
医
療
の
質
的
向
上
に
十
分
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
全
国
的
に
普
及
す
る
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
た
い
。

医療IT化の現状と課題

（
注
１
）
二
次
医
療
圏

医
療
圏
は
、
県
の
地
域
医
療
計
画
で
決
め
ら
れ
て
い
る
医
療
供

給
の
た
め
の
区
割
り
で
、
二
次
医
療
圏
は
入
院
治
療
を
主
体
と
し
た
一
般
の
医

療
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
設
定
す
る
区
域
で
あ
る
。
な
お
、
一
次
医
療
圏
は
、

健
康
管
理
、
予
防
、
一
般
的
な
疾
病
や
外
傷
等
に
対
処
し
て
、
住
民
の
日
常
生

活
に
密
着
し
た
医
療
・
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
区
域
で
、
通
常
、
市

町
村
に
な
る
。
ま
た
、
三
次
医
療
圏
は
、
一
次
医
療
圏
や
二
次
医
療
圏
で
対
応

す
る
こ
と
が
困
難
で
特
殊
な
医
療
需
要
に
対
応
し
、
よ
り
広
域
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
区
域
で
、
県
全
域
の
と
こ
ろ
が
多
い
。

（
注
２
）
今
後
、
連
携
を
拡
大
し
た
い
分
野
は
、
福
祉
、
学
校
な
ど
で
、
更
に
、
将
来
的

に
は
患
者
自
身
も
自
分
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
参
加
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
注
３
）
そ
も
そ
も
い
わ
ゆ
る
電
子
カ
ル
テ
へ
の
登
録
は
、
診
療
情
報
の
共
有
の
み
な
ら
ず
、

「
情
報
の
統
合
、
管
理
、
検
索
」、「
ス
ペ
ー
ス
の
節
約
」、「
情
報
の
引
き
出
し
」、

「
検
査
結
果
、
画
像
な
ど
の
一
元
管
理
」、「
診
療
情
報
の
ス
タ
ッ
フ
間
で
の
共
有
」、

「
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
の
再
利
用
」、「
診
療
支
援
」、
と
い
っ
た
点
で
向
上
が
期
待
で

き
る
。
患
者
が
共
有
に
同
意
し
な
い
場
合
は
、N

e
t4
U

に
登
録
し
な
い
だ
け
の

こ
と
で
、
従
来
の
紙
カ
ル
テ
で
診
察
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
登
録
を
拒
否
す
る
患

者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。


